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えっ、専任社員に出向命令？！ 

 

社員は機械の部品じゃないぞ！！ 

 
先日、2 名の先輩社員に出向の事前通知が行われました。 

国鉄から JR へと長年働かれた先輩たちがいるからこそ、今の会社があります。 
ですから、会社は 60 歳を迎えた先輩たちの希望を尊重し、鉄道人生を終える最後まで、大

切にすることが当然なのではないでしょうか？ 
それが長年、鉄道の安全を支え、後輩たちに技術を継承してきた先輩に対する会社としての

責務です。 
しかし、会社はそういう想いはまったくないようです。 
今回出向命令を受けたひとりの先輩は昨年の 11 月に専任社員として雇用が延長され、こ

れまでと同じ仕事を行ってきました。 
そして、まさかまさかの出向命令です。 
職場が変わるということは、生活条件が大きく変わります。 
もし、出向命令を出すのなら、せめて昨年の 11 月までに説明をして了解を受けるべきでは

ないでしょうか？ 
 

体制変更が終わったから出向！！ 

 
会社の考えはみえみえです。 
体制変更を乗り切ったから出向に出す。 
そこには長年、鉄道の安全を支えてくれた先輩に対するねぎらいの気持ちはありません。 
会社は社員のことを、機械のひとつの部品のようにしか見ていないのではないでしょうか？ 
私たち社員は当然にも人間です。 
人をまるで機械の部品のようにしか見ない会社。 
これが会社の正体なのです。 
 

みんなの力で明るい職場にして行きましょう！！ 


